第２回黒部市宇奈月国際会館セレネ再生検討委員会　＜協議概要＞

日　時：平成30年２月28日（水）13:30～15:30 
　　　　　　　　　場　所：宇奈月国際会館セレネ３階小ホール　

【主な協議事項（概要）】

　１　課題の整理について

　≪第２回委員会で提示した考え方≫
1 利用者の減少　②収支の悪化　③施設の老朽化等　④運営体制等

　≪第２回委員会における委員の皆さんからのご意見≫
　　○夜間営業は必要か。「本来、夜間営業が必要であるが、人員不足によりできていない」という表記になっていないか。夜の賑わいはどこまで必要か。

　２　今後の方向性（活性化施策）について

　≪第２回委員会で提示した考え方≫
1 宇奈月温泉の賑わい創出
2 セレネ美術館を生かした誘客の促進
3 芸術文化拠点としての機能強化
4 事業の企画・推進体制の確立
5 戦略的なＰＲと営業力の強化
6 民間ノウハウの活用、連携の促進
⑦交流機会の創出

≪第２回委員会における委員の皆さんからのご意見≫
　○駐車場の不足に対しては、公共交通（地方鉄道）との連携・利用促進が必要。
○誘客を図る目玉となる企画
○美術館所蔵作品の活用（スケッチ、創作活動映像資料）、美術と音楽の融合
○ネーミングライツ（命名権）や美術館とカフェのドリンクを対象にした年間パスポート等による財源、売上の確保
　○芸術・音楽合宿等の誘致に向け、利用者責任による利用時間の拡大（24時間利用）　
○料金の見直しとエージェントへのインセンティブ、温泉ＭＩＣＥの積極的な取組み
　○作家や芸大との連携強化、セレネビエンナーレ（隔年で開催する美術展覧会）開催
　○観光客目線での施設ＰＲ（施設にたどり着くまでの導線、施設に入った後の案内）
　○お土産、カフェメニューの充実　
○特別展示スペースの確保、温泉街の空き室を活用した温泉街全体での芸術祭
○関係団体を加えた組織づくりによる運営委員会の機能強化
　○市がプロデューサー機能を発揮し、セレネにマネージャーを配置する。
○セレネをはじめ街角やホテルロビー等での年間通した音楽に触れる機会の提供
　○音楽分野を展開する際に音楽家を雇用し、定期的な演奏会を。

３　とりまとめ報告書（案）について

≪第２回委員会で提示した考え方（抜粋）≫
　○重点事業（案）
(1) 職員の増員及び運営委員会機能の強化等による営業、企画運営、情報発信力の向上
(2) 美術館特別展などの事業や地域の多様な主体が連携した事業（イベントや割引クーポンなど）の実施による交流・周遊機会の創出

≪第２回委員会における委員の皆さんからのご意見≫
○「再生」という言葉は適切ではないのでは。（「改革」など）
　　　
４　その他
次回委員会開催までに事務局より意見照会を行い、とりまとめ報告書に意見を反映する。

（参考）第３回検討委員会の予定
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